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　健康や医療関
係の広告制作会
社のプロデュー
サーという立場
で仕事をしてい
ます。プロデュ
ーサーという職
種は案件によっ
て立ち回り方が

変わってきます。終日打ち合わせ
で外出することもあれば、会社内
で健康啓発ツールの構成案作りや
プレゼンの準備、ドクターの取材
用プロット作りや取材の担当、見
積もり作成、その他に新規の営業
活動など、さまざまです。いくつ
かの仕事を同時に進行させていか
なければならず、また案件ごとで

スタッフ編成が変わるた
め、スケジュール調整は
大切です。なぜだか忙し
い時に仕事は重なってくるもの
で、それを理由に、打ち合わせ時
間を短縮して仕事にかかわるメン
バーの役割分担をあいまいなまま
取り急ぎ進めてしまうと、満足い
くような仕上げが出来ない。忙し
いときこそ、すきま時間を見つけ
て問題点を放置せず早めに解決
し、こちらから笑顔でスタッフに
声掛けしていくようにして、社内
の空気が重苦しくならないように
心掛けています。途中の過程はき
つくてもそれを乗り越えた場合
は、みんなが「いいね」と思える
ものになります。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想、プレゼントの応募は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。
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　女性にとって、美しいお肌は永遠の
憧れ。これから暖かくなって、外出す
る機会も増えてくるので美しく輝くお
肌になりたい、と思っている女性も多
いでしょう。
　そこで今回、紹介するのは岡部の
「シフォニアＳＲセラム」。
　島根県の隠岐郡海士町にある海藻研
究施設、応用海藻学研究所では種
以上の海藻が採取され育成されていま
す。研究を重ねていく中、研究員が偶
然、ある海藻に肌のハリとツヤを高め
る有用成分が含まれていることを発見
したのです。海水栄養塩が豊富な隠岐
の海。そこで育った緑藻と褐藻から希
少な美容成分を含有する品種があるこ
とが分かり、２年におよび研究の重ね
「アンペルエキス」が誕生したので
す。
　有用成分がすーっとお肌の奥まで浸
透、肌のバリア機能を壊さず安全に隅
々まで届きます。また、さまざまな肌
のダメージをケアするため５つの植物
由来成分がトータルにハリツヤ肌へと
導きます。さらに無添加なので安心で

す。洗顔後、いつものスキンケアの前
にシフォニアＳＲセラムを塗るだけの
簡単ケアでお手軽です。
　海からの自然の恵みをお肌にも。定
期コース（２カ月分）は，円。初
回は，円（ともに税別）でとても
お得です。詳細は、http://www.seap
honia.jp/products/30A1。

＊　　　＊
◇「シフォニアＳＲセラム」を抽選で
３名にプレゼント
　住所、氏名、電話
番号を明記の上、編
集部にファクスかウ
ェブからご応募下さ
い。締め切りは４月
日（月）です。

「カナリヤ通信」では、さまざまな考え方をもった女性が、
社会の中で逞しく、それでいて女性らしく声を出して、人
生を楽しみながら働く姿を表現していきます。

　女性活躍推進法が施行されて１年が経過しました。また、政府
主導で働き方改革に向けたさまざまな施策が展開されています。
そういった流れを受け近年、ダイバーシティ推進室やワークライ
フバランス室などを設置する企業が多く、女性活躍推進をはじめ
外国人や高齢者、障がい者の雇用促進や、働き方についても時短
やテレワーク、地域限定社員などといった就業形態面での多様化
も積極的に展開しています。そこで今回は、企業で行われている
ダイバーシティやワークライフバランス（ＷＬＢ）の取り組みに
ついて紹介します。


